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長崎県長与町議会
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よ
り

ながよ

◎税金の使い道をチェック
◎ごみ袋が大中小に
◎13人が問う一般質問
◎議会報告会のお知らせ
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No.

町
議
会



歳　入 歳　出
120億1404万円 113億5784万円

地方譲与税
1億54万円（1％）

その他交付金
1億345万円（1％）

町税
44億7642万円
（38％）

民生費
40億1489万円
（35％）

教育費
9億9064万円（9％）

土木費
18億2847万円
（16％）

公債費
11億7276万円
（10％）

衛生費
10億4943万円
（9％）

消防費
4億656万円（4％）

農林水産業費
2億99万円（2％）

議会費
1億5596万円（1％）

その他（※2）
9534万円（1％）

総務費
14億4280万円
（13％）

分担金及び負担金
2億7111万円（2％）

※1その他の内訳
　財産収入 （ 2477万円）
　寄附金 （ 27万円）
　繰越金 （ 4億4765万円）
　諸収入 （ 1億2703万円）

※2その他の内訳
　商工費 （ 6075万円）
　労働費 （ 3249万円）
　災害復旧費 （ 201万円）
　諸支出金 （ 9万円）

使用料及び手数料
1億5982万円（1％）

繰入金
2億4175万円（2％）

国・県支出金
23億6985万円
（20％）

地方交付税
20億3165万円
（17％）

町債
13億6107万円（11％）

地方消費税交付金
2億9866万円（2％）

その他（※1）
5億9972万円
（5％）

※金額は、１万円未満を端数処理しています。

長与駅バリアフリー化設備整
備費補助金 2150万円

地域情報発信事業委託　　
（FM長崎） 1184万円

総務費(1)
14億4280万円

長崎国体長与町実行委員会
補助金 7641万円

姉妹都市（ウェザースフィールド）
訪問 １８1万円

総務費(2)

国民健康保険特別会計　　
操出金 １億4857万円

児童手当 7億7855万円

民生費
40億1489万円

予防接種事業 1億284万円

ごみ処理委託料　　　　　　
　 2億792万円

衛生費
10億4943万円

有害鳥獣対策 560万円

生産性の向上とブランド化　
促進　 483万円

農林水産業費
2億99万円

住宅リフォーム助成金　　　
　　 956万円

長与川まつり補助金　　　　
　　 400万円

商工費
6075万円

都市計画道路西高田線街路
整備事業 2億7933万円

多目的広場整備事業（仮）　　
　 2億636万円

土木費
18億2847万円

広域消防事業負担金　　　
　 3億2957万円

消防団第５分団用地購入費　
　 2025万円

消防費
４億656万円

長与小学校旧校舎解体事業
　 6981万円

図書館の整備と活用促進　　
　 709万円

教育費
9億9064万円

賛成16：反対2平成25年度長与町一般会計決算

税金の使い道をチェックしました

　26年第3回定例会を９月３日から22日まで開き、25年度の一般会計・特別会計及び企業会計の決算など、
議案20件、慎重に審議し全議案可決しました。また請願4件を採択し意見書3件を可決しました。

自主財源　 ４8％
依存財源　 ５2％

認定
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反
対
討
論

・�

住
民
の
命
と
健
康
に
直
結
す
る
民
生
費
、各
施
設
の
老
朽
対
策
は
必
要
で
あ

る
。そ
う
し
た
中
、都
市
計
画
道
路
西
高
田
線
と
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
へ
の
一
般
操
出
金
は
他
の
施
策
の
予
算
確
保
、今
後
の
財
政
負
担
の

面
か
ら
問
題
が
大
き
い
。

　

�

高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
も
工
期
延
長
の
可
能
性
も
あ
り
土
木
費
の
国
か

ら
の
補
助
は
、町
が
要
望
す
る
補
助
額
が
確
保
で
き
る
保
障
は
な
い
。

　

�

幸
福
度
日
本
一
の
町
づ
く
り
の
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
見
直
す
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

�

保
育
料
の
引
き
下
げ
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
高
く
評
価
で
き
る
。効

果
が
明
ら
か
な
施
策
は
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。�

（
堤
）

賛
成
討
論

・�

町
税
の
滞
納
の
原
因
は
、生
活
の
貧
困
や
企
業
の
倒
産
や
行
方
不
明
な
ど
。や

む
を
得
な
い
個
々
の
生
活
状
況
に
合
わ
せ
慎
重
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

�

民
生
費
は
住
民
の
安
定
し
た
社
会
生
活
の
た
め
、更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

�

長
与
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、多
目
的
ト
イ
レ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
見
守
り
事
業
は
評

価
で
き
る
。住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
補
助
金
は
15
倍
の
経
済
効
果
が
あ
り
、継

続
を
望
む
。�

（
安
部
）

・�

町
税
な
ど
の
未
納
額
が
24
年
度
に
比
べ
大
幅
減
と
な
っ
て
お
り
、重
複
滞
納

者
、悪
質
滞
納
者
へ
の
取
り
組
み
な
ど
収
納
対
策
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。し

か
し
町
税
や
町
営
住
宅
使
用
料
な
ど
依
然
多
額
で
あ
り
、な
お
一
層
努
力
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

�

ま
た
不
用
額
が
4
億
円
余
り
あ
り
、年
度
途
中
で
発
生
し
た
不
用
額
に
つ
い
て

は
、決
算
ま
で
持
ち
越
す
こ
と
な
く
処
理
を
し
、新
た
な
町
民
要
望
に
振
り
向

け
る
な
ど
の
努
力
を
要
請
す
る
。

　
�

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、町
の
旬
な
情
報
や
お
知
ら
せ
な
ど
週
１
回

の
Ｆ
Ｍ
長
崎
の
放
送
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
安
全
で
低
コ
ス
ト

の
電
算
シ
ス
テ
ム
構
築
、長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、予
防

接
種
事
業
ほ
か
、子
育
て
世
代
の
応
援
事
業
充
実
な
ど
評
価
で
き
る
。�（
饗
庭
）
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新
し
い
図
書
館
の
基
本
構
想

を
作
る
た
め
の
委
員
会
を
立
ち

上
げ
。

　
委
員
の
構
成
は
、
図
書
館
整

備
計
画
検
討
委
員
会
か
ら
数
名
、

教
育
委
員
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
識
経
験
者
な
ど
、
１２
人
以
内

を
予
定
。

　
委
員
会
は
８
回
程
度
を
予
定

し
、
２７
年
３
月
ま
で
に
答
申
。

　
国
道
２
０
７
号
を
中
心
と
し

た
風
光
明
媚
な
通
り
「
長
与

新
図
書
館
基
本
構
想
策
定

委
員
報
酬�

６７
万
６
千
円

長
与
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ

補
助
金�

８９
万
円

NAGAYO Sea Side Street（長与シーサイドストリート）

シ
ー
サ
イ
ド
ス
ト
リ
ー
ト
」
に

広
が
る
景
色
と
こ
だ
わ
り
の
お

店
を
知
っ
て
も
ら
い
、
手
作
り

マ
ル
シ
ェ（
市
場
）の
出
店
を
実

行
委
員
会
で
開
催
。
５０
店
舗
の

出
店
、１
万
人
の
来
客
を
目
標
。 

　 　
町
立
高
田
保
育
所
の
入
所
児

童
数
の
増
加
と
延
長
保
育
の
実

施
に
伴
い
、
保
育
士
（
保
育
専

門
員
）
を
１
人
増
や
す
。

 
保
育
専
門
員
報
酬

�

１
８
４
万
３
千
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
）
へ
の
移

行
準
備
に
と
も
な
う
電
算
シ
ス

テ
ム
の
改
修
。

 　
町
内
各
道
路
や
橋
の
維
持
補

修
の
費
用
。

 　
地
震
に
よ
る
落
下
物
や
転
倒

物
か
ら
生
徒
を
守
る
目
的
で
、

町
内
３
つ
の
中
学
校
の
天
井
、

照
明
、
設
備
な
ど
の
点
検
業
務

を
委
託
。

電
算
シ
ス
テ
ム
運
用
開
発

委
託
料

�

２
８
９
４
万
７
千
円

道
路
橋
り
ょ
う
費

�

３
０
０
５
万
円

点
検
業
務
等
委
託
料（
中
学

校
費
）�

２
９
５
万
２
千
円

　
新
し
い
図
書
館
の
基
本
構
想
策
定
・
長
与

シ
ー
サ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ
補
助
金
な
ど
を
予
算
化

　
２６
年
度
一
般
会
計
に
１
億
６
２
１
万
円
を
追
加
補
正
し
、
総
額
は
１
２
５
億

３
７
４
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

可決
全会一致

大盛況だったシーサイドマルシェ

保育士の増員で行き届いた保育を
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主
な
質
疑

問�

完
成
年
度
（
２９
年
度
末
）

の
見
直
し
は
し
た
の
か
。

答�

3２
年
度
の
事
業
延
長
計
画

を
国
に
申
請
中
で
あ
る
。

　�
補
助
金
の
付
き
方
が
厳
し

い
が
、
3２
年
度
に
は
完
了

し
た
い
。

問�

償
還
金
の
支
払
い
は
ど
う

す
る
の
か
。

答�

保
留
地
処
分
金
で
償
還
す

る
予
定
で
あ
る
。

反対討論
国
の
補
助
、
町
の
財
政
の
動
向
次
第
で

は
、
さ
ら
に
変
更
・
延
長
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
事
業
へ
の
批
判
・
不
満
が

増
幅
す
る
。�

（
堤
）

賛成討論
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財

源
を
最
大
限
活
用
し
、
長
与
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。�

（
金
子
）

32年度まで事業計画を延長予定

25年度水道事業・下水道事業の決算

賛成16：反対2

認定
25年度高田南土地区画整理事業の決算 本年度までの事業進捗率は88.5％

歳入　8億7322万円
歳出　8億6852万円

水
道
事
業

収益的収支
（税込）

収入� 6億9570万円
支出� 5億3737万円
差引� 1億5833万円

○ 建設改良費4億8073万円で、高田地区（元木）、嬉里・
斉藤、都市計画道路西高田線配水管布設工事。榎の
鼻土地区画整理事業施工に伴う水道施設に係る新設
工事が行われた。

○ 漏水に伴う修繕が、25年度は83件あった。短期的に
は横ばいで推移していく見込み。管の耐震化を進め
ているが、今後、漏水探査業務と耐震化の効果が発
揮されるものと考えている。

資本的収支
（税込）

収入� 4億7251万円
支出� 6億1199万円
差引�△1億3948万円

下
水
道
事
業

収益的収支
（税込）

収入� 8億8043万円
支出� 6億3713万円
差引� 2億4330万円

○ 1㎥当たりの使用料単価は173.48円。それに対し、
汚水処理原価は年間有収水量に対する汚水処理費の
割合で1㎥当たり175.02円となっており、1.54円の
原価割れとなっている。

○ マンホール蓋改築はニュータウンが残り40件。
　 青葉台団地140カ所について、事業開始の許可をもら

えるよう国と協議している。

資本的収支
（税込）

収入� 6176万円
支出� 4億2566万円
差引�△3億6390万円

認定
全会一致

可決
全会一致

　高田南土地区画整理事業地内区画道路5路線に対し、
現地調査を行い慎重に審査を行いました。

町道認定



問 

小
袋
を
追
加
し
た
理
由
は
何
か
。

答 

住
民
か
ら
の
要
望
で
あ
る
。ご
み
出
し
の
利
便

性
が
図
ら
れ
、ご
み
の
減
量
化
に
も
つ
な
が
る
。

問 

価
格
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た
の
か
。

答 

「
大
」の
価
格
を
据
え
置
き
、「
大
」の
価
格
を
基

準
に
し
て「
中
」と「
小
」の
価
格
を
算
出
し
た
。

問 

口
座
引
落
を
何
％
の
被
保
険
者

が
利
用
し
て
い
る
の
か
。

答 

41
・５
％
。口
座
引
落
は
低
コ
ス
ト

で
確
実
に
収
納
で
き
る
の
で
コ
ン

ビ
ニ
収
納
と
一
緒
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。

税
の
口
座
引
落
と
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
推
進

２５
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算

２５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

賛成15：反対3

賛
成
１６
：
反
対
２

賛
成
１６
：
反
対
２

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

医
療
機
関
等

社会保険診療報酬支払基金

国民健康保険団体連合会県 国

■その他の歳入
○一般会計からの法定の繰入金
　1億4857万円（1億4209万円）
○前年度の繰越金
　2億4831万円（1億5729万円）
○保険税の延滞金など
　375万円（1791万円）

■その他の歳出
○総務管理費、徴税費など
　3143万円（2596万円）
○特定健診事業費など
　3569万円（3457万円）
○一時借入金の利子の支払い
　0万円（3万円）
○被保険者への還付金など
　1億2042万円（9869万円）

○国民健康保険税
　8億1701万円
（8億3609万円）
○督促手数料
　52万円
（55万円）

○保険給付費
　29億8020万円
（29億1120万円）

○
療
養
給
付
費
交
付
金

　

3
億
1
8
5
8
万
円

（
4
億
2
3
7
8
万
円
）

○
前
期
高
齢
者
交
付
金

　

14
億
4
1
2
2
万
円

（
13
億
1
8
7
0
万
円
）

○
共
同
事
業
拠
出
金

　

5
億　

2
7
6
万
円

（
5
億
2
4
5
4
万
円
）

○
共
同
事
業
交
付
金

　

4
億
6
1
0
2
万
円

（
3
億
3
5
5
3
万
円
）

○
国
庫
支
出
金

　

9
億
4
5
9
2
万
円

（
9
億
5
9
8
0
万
円
）

○
県
支
出
金

　

2
億
1
8
1
6
万
円

（
3
億
5
2
4
6
万
円
）

○
後
期
高
齢
者
支
援
金

　

5
億　

7
7
5
万
円

（
4
億
8
3
8
7
万
円
）

○
介
護
納
付
金

　

2
億
1
9
1
1
万
円

（
2
億　

3
3
9
万
円
）

○
前
期
高
齢
者
納
付
金

　

52
万
円

（
51
万
円
）

○
老
人
保
健
拠
出
金

　

2
万
円

（
2
万
円
）

被
保
険
者
が
医
療
機
関
を
利
用
す
る
と
、

7
割
分
の
医
療
費
が
保
険
給
付
費
と
し
て

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
通
し
て
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

世
帯
数　

  

5
3
6
3
世
帯

被
保
険
者
数  

9
6
3
0
人

歳
入

 

46
億　

3
0
6
万
円

（
45
億
4
4
2
0
万
円
）

歳
出

 

43
億
9
7
9
1
万
円

（
42
億
8
2
7
9
万
円
）

国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
の
残
高

　

2
1
4
0
万
円

（　

8
3
0
万
円
）（

）
は
24
年
度
の
決
算
額

税
が
高
過
ぎ
る
、払
え
な
い
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。
（
河
野
）

反対討論

制
度
に
従
い
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
た
。

（
川
井
、森
）

賛成討論

特
定
健
診
、特
定
保
健
事
業
の

受
診
率
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
。

（
川
井
）

賛成討論

介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
仕
組

み
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

（
河
野
）

反対討論

●
用
語
解
説

○
療
養
給
付
費
交
付
金　

退
職
者（
勤
務
20

年
以
上
40
歳
以
上
で
10
年
以
上
の
勤
務
）

の
保
険
給
付
費
の
財
源

○
前
期
高
齢
者
交
付
金　

65
〜
74
歳
の
者
の

保
険
給
付
費
の
財
源

○
後
期
高
齢
者
支
援
金　

74
歳
以
下
の
者
が

納
め
る
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援
金

○
介
護
納
付
金　

第
２
号
被
保
険
者
が
介
護

保
険
を
支
援
す
る
金

○
共
同
事
業
交
付
金　

高
額
医
療
費
に
対
す

る
交
付
金

○
共
同
事
業
拠
出
金　

県
内
市
町
の
高
額
医

療
費
の
平
準
化
を
図
る
た
め
の
拠
出
金

歳
入　

25
億
２
３
７
３
万
円

歳
出　

24
億
１
１
０
７
万
円

被
保
険
者
数　

９
０
３
０
人

被
認
定
者
数　

１
７
１
６
人

２５
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算

新
保
育
制
度
に
関
す
る
３
条
例

賛
成
１６
：
反
対
２

低
所
得
者
へ
の
配
慮
が
期
待

さ
れ
る
。

（
内
村
）

賛成討論

制
度
に
問
題
が
多
い
。（

河
野
）

反対討論

中
袋
の
価
格
設
定
の
根
拠
と
し
て
ご
み
の
減
量
化

が
挙
げ
ら
れ
た
が
、納
得
で
き
な
い
。 

（
河
野
）

共
同
処
理
を
す
る
時
津
町
と
の
価
格
が
異
な
る
。

よ
く
検
討
さ
れ
た
価
格
設
定
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

 

（
佐
藤
）

反
対
討
論

小
袋
を
追
加
し
た
の
は
住
民
の
要
望
で
あ
り
、選

択
肢
が
増
え
て
ご
み
出
し
に
便
利
で
あ
る
。

 

（
西
田
）

価
格
設
定
は
問
題
な
い
。利
用
に
応
じ
て
購
入
枚

数
が
選
択
で
き
る
の
で
、価
格
に
つ
い
て
も
住
民
は

理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
岩
永
）

賛
成
討
論

歳
入　

３
億
９
４
２
３
万
円

歳
出　

３
億
９
２
２
２
万
円

被
保
険
者
数　

４
１
６
２
人

町指定ごみ袋が、取り手付き『大・中・小』の３種類に変わります

［新制度の多様な仕組み］平成27年4月から子ども・子育て支援は、新制度へ移行します。

地
域
型
給
付

施
設
型
給
付

主に満3歳未満の
乳児・幼児が対象

保育所
（現行制度を継続） 
（児福法24条1項）
市町村が実施

幼保連携型
学校教育・保育及び
家庭における養育
支援を一体的に提
供する施設。

幼稚園型
認可幼稚園が認可
外保育所を併設す
る場合。

保育所型
認可保育所が基準
に満たない幼稚園
の機能を併設する
場合。

地方裁量型
認可を受けられない
が地域に必要なの
で設置できる場合。
（離島や山間地）

幼稚園
（現行制度

を継続）

家庭的保育
（1～5人まで）

保育者の居宅、その他
の場所で保育を行う

居宅訪問型
（1対1が基本）

乳児・幼児の居宅で家
庭的保育者による保育

事業所内保育
数人～数十人程度
従業員の子どもと
地域の子どもが対象

小規模保育
（6～19人まで）

【直接契約】
（保護者と

各施設）

新制度

認定こども園

●
容
量
と
１
枚
の
価
格

　

 　

大
袋　

↓　

45
㍑　

17
円

　

 　

中
袋　

↓　

30
㍑　

12
円

　

 　

小
袋　

↓　

20
㍑　

８
円

　
　
　

　

☆
27
年
４
月
１
日
か
ら
実
用
化

　

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
、

保
育
の
量
的
拡
大
、
確
保
と
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
。

待
機
児
童
の
解
消
、
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
な
ど
子
育

て
支
援
に
役
立
つ
。 

（
川
井
）

消
費
税
を
財
源
と
す
る
制
度
で
あ
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
る
。 

（
西
田
）

賛成討論

新
制
度
の
財
源
確
保
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
問
題
で

あ
る
。 

（
河
野
）

反対討論

保
育
事
業
に
民
間
企
業
が
参
入
し
や
す
く
利
益
重
視
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
河
野
）

反対討論

町
が
認
可
す
る
事
業
所
で
多
様
な
保
育
が
受
け
ら
れ

る
。 

（
西
田
、
川
井
、
森
）

賛成討論問 

現
在
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
部
屋
は
狭
い
が
解
消
で
き
る
の
か
。

答 

社
会
福
祉
法
人
、学
校
法
人
の
参
入
に
よ
り
、学
童
ク
ラ
ブ

数
が
増
え
て
現
在
の
定
員
が
緩
和
さ
れ
る
。

可決

賛成16
反対２
●
長
与
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

可決
賛成16
反対２
●
長
与
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

可決
●
長
与
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

可決
全会一致

●長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
認定

認定認定
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問 

小
袋
を
追
加
し
た
理
由
は
何
か
。

答 

住
民
か
ら
の
要
望
で
あ
る
。ご
み
出
し
の
利
便

性
が
図
ら
れ
、ご
み
の
減
量
化
に
も
つ
な
が
る
。

問 

価
格
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た
の
か
。

答 

「
大
」の
価
格
を
据
え
置
き
、「
大
」の
価
格
を
基

準
に
し
て「
中
」と「
小
」の
価
格
を
算
出
し
た
。

問 

口
座
引
落
を
何
％
の
被
保
険
者

が
利
用
し
て
い
る
の
か
。

答 

41
・５
％
。口
座
引
落
は
低
コ
ス
ト

で
確
実
に
収
納
で
き
る
の
で
コ
ン

ビ
ニ
収
納
と
一
緒
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。

税
の
口
座
引
落
と
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
推
進

２５
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算

２５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

賛成15：反対3

賛
成
１６
：
反
対
２

賛
成
１６
：
反
対
２

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

医
療
機
関
等

社会保険診療報酬支払基金

国民健康保険団体連合会県 国

■その他の歳入
○一般会計からの法定の繰入金
　1億4857万円（1億4209万円）
○前年度の繰越金
　2億4831万円（1億5729万円）
○保険税の延滞金など
　375万円（1791万円）

■その他の歳出
○総務管理費、徴税費など
　3143万円（2596万円）
○特定健診事業費など
　3569万円（3457万円）
○一時借入金の利子の支払い
　0万円（3万円）
○被保険者への還付金など
　1億2042万円（9869万円）

○国民健康保険税
　8億1701万円
（8億3609万円）
○督促手数料
　52万円
（55万円）

○保険給付費
　29億8020万円
（29億1120万円）

○
療
養
給
付
費
交
付
金

　

3
億
1
8
5
8
万
円

（
4
億
2
3
7
8
万
円
）

○
前
期
高
齢
者
交
付
金

　

14
億
4
1
2
2
万
円

（
13
億
1
8
7
0
万
円
）

○
共
同
事
業
拠
出
金

　

5
億　

2
7
6
万
円

（
5
億
2
4
5
4
万
円
）

○
共
同
事
業
交
付
金

　

4
億
6
1
0
2
万
円

（
3
億
3
5
5
3
万
円
）

○
国
庫
支
出
金

　

9
億
4
5
9
2
万
円

（
9
億
5
9
8
0
万
円
）

○
県
支
出
金

　

2
億
1
8
1
6
万
円

（
3
億
5
2
4
6
万
円
）

○
後
期
高
齢
者
支
援
金

　

5
億　

7
7
5
万
円

（
4
億
8
3
8
7
万
円
）

○
介
護
納
付
金

　

2
億
1
9
1
1
万
円

（
2
億　

3
3
9
万
円
）

○
前
期
高
齢
者
納
付
金

　

52
万
円

（
51
万
円
）

○
老
人
保
健
拠
出
金

　

2
万
円

（
2
万
円
）

被
保
険
者
が
医
療
機
関
を
利
用
す
る
と
、

7
割
分
の
医
療
費
が
保
険
給
付
費
と
し
て

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
通
し
て
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

世
帯
数　

  

5
3
6
3
世
帯

被
保
険
者
数  

9
6
3
0
人

歳
入

 

46
億　

3
0
6
万
円

（
45
億
4
4
2
0
万
円
）

歳
出

 

43
億
9
7
9
1
万
円

（
42
億
8
2
7
9
万
円
）

国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
の
残
高

　

2
1
4
0
万
円

（　

8
3
0
万
円
）（

）
は
24
年
度
の
決
算
額

税
が
高
過
ぎ
る
、払
え
な
い
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。
（
河
野
）

反対討論

制
度
に
従
い
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
た
。

（
川
井
、森
）

賛成討論

特
定
健
診
、特
定
保
健
事
業
の

受
診
率
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
。

（
川
井
）

賛成討論

介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
仕
組

み
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

（
河
野
）

反対討論

●
用
語
解
説

○
療
養
給
付
費
交
付
金　

退
職
者（
勤
務
20

年
以
上
40
歳
以
上
で
10
年
以
上
の
勤
務
）

の
保
険
給
付
費
の
財
源

○
前
期
高
齢
者
交
付
金　

65
〜
74
歳
の
者
の

保
険
給
付
費
の
財
源

○
後
期
高
齢
者
支
援
金　

74
歳
以
下
の
者
が

納
め
る
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援
金

○
介
護
納
付
金　

第
２
号
被
保
険
者
が
介
護

保
険
を
支
援
す
る
金

○
共
同
事
業
交
付
金　

高
額
医
療
費
に
対
す

る
交
付
金

○
共
同
事
業
拠
出
金　

県
内
市
町
の
高
額
医

療
費
の
平
準
化
を
図
る
た
め
の
拠
出
金

歳
入　

25
億
２
３
７
３
万
円

歳
出　

24
億
１
１
０
７
万
円

被
保
険
者
数　

９
０
３
０
人

被
認
定
者
数　

１
７
１
６
人

２５
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算

新
保
育
制
度
に
関
す
る
３
条
例

賛
成
１６
：
反
対
２

低
所
得
者
へ
の
配
慮
が
期
待

さ
れ
る
。

（
内
村
）

賛成討論

制
度
に
問
題
が
多
い
。（

河
野
）

反対討論

中
袋
の
価
格
設
定
の
根
拠
と
し
て
ご
み
の
減
量
化

が
挙
げ
ら
れ
た
が
、納
得
で
き
な
い
。 

（
河
野
）

共
同
処
理
を
す
る
時
津
町
と
の
価
格
が
異
な
る
。

よ
く
検
討
さ
れ
た
価
格
設
定
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

 

（
佐
藤
）

反
対
討
論

小
袋
を
追
加
し
た
の
は
住
民
の
要
望
で
あ
り
、選

択
肢
が
増
え
て
ご
み
出
し
に
便
利
で
あ
る
。

 

（
西
田
）

価
格
設
定
は
問
題
な
い
。利
用
に
応
じ
て
購
入
枚

数
が
選
択
で
き
る
の
で
、価
格
に
つ
い
て
も
住
民
は

理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
岩
永
）

賛
成
討
論

歳
入　

３
億
９
４
２
３
万
円

歳
出　

３
億
９
２
２
２
万
円

被
保
険
者
数　

４
１
６
２
人

町指定ごみ袋が、取り手付き『大・中・小』の３種類に変わります

［新制度の多様な仕組み］平成27年4月から子ども・子育て支援は、新制度へ移行します。

地
域
型
給
付

施
設
型
給
付

主に満3歳未満の
乳児・幼児が対象

保育所
（現行制度を継続） 
（児福法24条1項）
市町村が実施

幼保連携型
学校教育・保育及び
家庭における養育
支援を一体的に提
供する施設。

幼稚園型
認可幼稚園が認可
外保育所を併設す
る場合。

保育所型
認可保育所が基準
に満たない幼稚園
の機能を併設する
場合。

地方裁量型
認可を受けられない
が地域に必要なの
で設置できる場合。
（離島や山間地）

幼稚園
（現行制度

を継続）

家庭的保育
（1～5人まで）

保育者の居宅、その他
の場所で保育を行う

居宅訪問型
（1対1が基本）

乳児・幼児の居宅で家
庭的保育者による保育

事業所内保育
数人～数十人程度
従業員の子どもと
地域の子どもが対象

小規模保育
（6～19人まで）

【直接契約】
（保護者と

各施設）

新制度

認定こども園

●
容
量
と
１
枚
の
価
格

　
 　

大
袋　

↓　

45
㍑　

17
円

　
 　

中
袋　

↓　

30
㍑　

12
円

　

 　

小
袋　

↓　

20
㍑　

８
円

　
　
　

　

☆
27
年
４
月
１
日
か
ら
実
用
化

　

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
、

保
育
の
量
的
拡
大
、
確
保
と
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
。

待
機
児
童
の
解
消
、
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
な
ど
子
育

て
支
援
に
役
立
つ
。 

（
川
井
）

消
費
税
を
財
源
と
す
る
制
度
で
あ
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
る
。 

（
西
田
）

賛成討論

新
制
度
の
財
源
確
保
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
問
題
で

あ
る
。 

（
河
野
）

反対討論

保
育
事
業
に
民
間
企
業
が
参
入
し
や
す
く
利
益
重
視
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
河
野
）

反対討論

町
が
認
可
す
る
事
業
所
で
多
様
な
保
育
が
受
け
ら
れ

る
。 

（
西
田
、
川
井
、
森
）

賛成討論問 

現
在
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
部
屋
は
狭
い
が
解
消
で
き
る
の
か
。

答 

社
会
福
祉
法
人
、学
校
法
人
の
参
入
に
よ
り
、学
童
ク
ラ
ブ

数
が
増
え
て
現
在
の
定
員
が
緩
和
さ
れ
る
。

可決

賛成16
反対２
●
長
与
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

可決
賛成16
反対２
●
長
与
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

可決
●
長
与
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

可決
全会一致

●長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
認定

認定認定
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一般質問の記事
　質問した議員が執筆したものです。
　原稿は、原則として1000文字以内で要約したもの
で、原文を尊重して掲載しています。

会議録の閲覧
　会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研
修集会施設、高田地区公民館、上長与地区公民館、
長与町ホームページで閲覧できます。

一般質問
　質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策
論議をするもので、議員も執行側も十分な準備を必
要とすることから、事前通告制です。
　制限時間60分の範囲内で、一問一答制をとって
います。

一
般
質
問

一 般 質 問

13
人
が
問
う

西岡　克之  議員
① 福祉政策について
② 教育問題について

吉岡　清彦  議員
① 長与町における問題点をどう解決するのかについて
② 新図書館の建設について
③ 長与の文化の発展について

安部　都  議員
① 高齢者介護政策について
② 教育行政について

分部　和弘  議員
① 長与町の各種施策への取組みについて
② 長与町の観光施策について
③ 長与町の循環型社会に向けた環境の取組みについて

饗庭　敦子  議員
① 教育行政について
② 地域の力について

堤　理志  議員
① 情報インフラ整備と情報化計画について
② コミュニティまちづくり計画について
③ 平和事業について

佐藤　昇  議員
① 高田小中学校の通学路について
② 図書館建設について
③ ローカルマニフェスト検証大会について

川井　哲雄  議員
① 町の公園の整備・充実について
② 町の下水道の整備について

内村　博法  議員
① 公共施設の総合管理計画等について
② 介護施策等について

金子　恵  議員
① 町民の安全安心な暮らしについて
② 地域おこし協力隊について

西田　敏  議員
① 高齢者交流施設について
② 新図書館建設について

安藤　克彦  議員
① 「ゾーン３０」の推進について
② 「ふるさと納税」制度への積極的な取組について

河野　龍二  議員
① 危険箇所対策について
② 被爆体験継承活動への取り組みについて
③ 福祉医療の拡大・充実について

11P

12P

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P

20P

9P

10P

21P
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胃
が
ん
、
胃
か
い
よ
う

は
、
近
年
研
究
が
進
み
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
が
主
な
原
因
で

あ
る
と
い
う
理
解
が
進
ん
で
き

た
。
こ
れ
は
除
菌
が
で
き
る
の

で
、
除
菌
を
す
れ
ば
胃
が
ん
の
確

率
が
格
段
に
減
る
。
今
回
公
明
党

で
は
、
ほ
ぼ
全
県
的
に
「
胃
が
ん

健
診
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
追

加
」
と
「
検
査
費
用
の
個
人
負
担

の
軽
減
」
を
求
め
て
署
名
運
動
を

行
い
、
本
町
で
も
２
７
５
０
人
の

署
名
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
特
定
健
診
で
の

ピ
ロ
リ
菌
検
査
項
目
の
追
加

と
、
検
査
費
用
の
助
成
を
求

め
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
な

い
が
、
２
７
５
０
人
の
署
名

は
重
く
受
け
止
め
る
。
ほ
か

の
自
治
体
の
動
き
を
見
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
　
　

除
菌
に
対
し
て
の

考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

対
象
と
な
る
疾
病

の
除
菌
に
対
し
て
は
医
療
保

険
で
適
用
し
て
い
る
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

学
童
ク
ラ
ブ
の
過
剰
人

員
問
題
の
今
日
ま
で
の
進
展
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

い
く
つ
か
の
学
童
ク
ラ

ブ
で
は
定
員
過
剰
だ
。
町
で
は
公

共
施
設
や
民
間
の
空
き
店
舗
な
ど

を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
運
営
を
民
間
委
託
し
て
実

施
す
る
。

　
　
　
　

民
間
運
営
す
る
と
き

は
、家
賃
、人
件
費
は
補
助
対
象
か
。

　
　
　
　
　

県
補
助
を
受
け
町
補

助
と
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

　
　
　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
と
分
析
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
の

平
均
正
答
率
は
、
県
平
均
、
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

科
目
ご
と
の
分
析
と
対
策
は
こ
れ

か
ら
だ
が
、
小
学
校
で
は
基
礎
基

本
は
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
。
記

述
問
題
で
は
課
題
が
残
っ
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
基
礎
基
本
は

学
童
ク
ラ
ブ
対
策
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

A
基
礎
基
本
は
で
き
て

い
る

Q
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
分
析
は

議
　
員

教
育
長

で
き
て
い
る
。
学
力
も
十
分
定
着

し
て
い
る
が
、
図
形
な
ど
に
若
干

の
課
題
が
残
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　

本
県
独
自
で
実
施
し
た

英
語
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

町
内
中
学
校
は
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
県
下
一
番
の
成

績
で
あ
る
。

　
　
　
　

高
田
小
学
校
付
近
の
通

学
路
に
つ
い
て
、
取
り
付
け
道
路

の
完
成
供
用
に
伴
う
横
断
歩
道
の

設
置
、
体
育
館
下
の
通
学
路
の

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
、
田
上
商
店

付
近
の
点
滅
信
号
機
の
設
置
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

年
内
供
用
開
始
と
と
も

に
、
横
断
歩
道
も
設
置
す
る
。
ガ

ー
ド
パ
イ
プ
は
地
元
自
治
会
か
ら

設
置
の
要
望
も
出
て
い
る
の
で
、

取
り
付
け
可
能
な
箇
所
は
設
置
す

る
。
点
滅
信
号
機
に
つ
い
て
は
同

様
に
要
望
が
出
て
い
る
。
現
在
時

津
警
察
署
に
設
置
要
望
の
準
備
を

し
て
い
る
。

議
　
員

教
育
長

議
　
員

町
　
長

早めの除菌で胃がんゼロを目指そう 早期の分割を

一 般 質 問

A

Q
西
にし

岡
おか

  克
かつ

之
ゆき

議員

ピロリ菌除菌で胃がん撲滅を
前向きに検討する
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組
織
で
大
事
な
こ
と

は
、
人
材
の
確
保
や
育
成
で
あ
る

が
、
今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　

今
年
度
よ
り
「
再
任
用

職
員
」
を
活
用
。
育
成
に
つ
い
て

は
公
平
・
公
正
の
立
場
で
考
え
、

画
一
的
で
な
く
誠
意
の
あ
る
対
応

が
で
き
る
質
の
高
い
人
材
と
な
る

よ
う
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
し
て
、今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　

町
民
の
幸
せ
の
実
現
を

目
指
し
て
、
町
民
の
目
線
に
立
っ

て
町
政
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　

管
理
職
へ
の
登
用
の
基

準
は
何
か
。

　
　
　
　

管
理
職
と
し
て
の
責
任

感
や
問
題
意
識
な
ど
、
資
質
を
踏

ま
え
た
人
物
重
視
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

危
機
管
理
に
対
す
る
欠

如
が
見
ら
れ
る
。
事
を
成
す
に
、

景
観
を
安
全
対
策
よ
り
重
要
視
す

る
の
か
。

　
　
　
　

景
観
を
安
全
対
策
よ
り

重
要
視
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
今
後
も
歩
行
者
お
よ
び
運

転
者
の
目
線
に
立
ち
、
な
お
一
層

の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

安
全
対
策
に
重
み
を

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

業
者
が
資
源
ご
み
回
収

を
各
家
庭
で
行
っ
て
い
る
。
住
民

は
大
変
助
か
っ
て
い
る
。
よ
り
奨

励
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

行
政
と
同
様
に
、
資
源

の
循
環
型
社
会
を
目
指
す
と
い
う

観
点
か
ら
、こ
れ
を
否
定
し
な
い
。

し
か
し
、
行
政
に
は
法
の
規
定
に

よ
り
、
市
町
村
の
責
務
と
し
て
の

事
業
の
継
続
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

新
図
書
館
の
建
設
は
住

民
の
何
％
が
希
望
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

直
接
新
図
書
館
建
設
の

是
非
に
つ
い
て
は
調
査
し
て
い
な

い
。
長
与
町
立
図
書
館
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
新
図
書

館
へ
の
住
民
の
期
待
は
大
き
い
。

家
庭
回
収
の
奨
励
を

議
　
員

町
　
長

A
現
時
点
で
は
明
確
な

回
答
は
で
き
な
い

Q
新
図
書
館
の
運
営
管

理
費
は
い
く
ら
か

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

新
図
書
館
建
設
用
地
購

入
費
、
建
設
費
、
ま
た
そ
れ
に
付

帯
す
る
利
息
お
よ
び
運
営
・
維
持

費
は
年
間
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

今
後
「
新
図
書
館
基
本

構
想
策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
た

後
に
詰
め
て
い
く
の
で
、
現
時
点

で
は
明
確
な
回
答
が
で
き
な
い
。

　

土
地
購
入
を
は
じ
め
、
建
設
費

な
ど
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
が
前

提
で
あ
り
、
町
の
財
政
的
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
な
計
画
を
策
定
す

る
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
効

率
的
な
運
営
を
前
提
と
す
る
。

　
　
　
　

開
館
予
定
は
い
つ
ご
ろ

か
。

　
　
　
　

５
年
後
を
目
標
と
す
る
。

建
設
費
は
い
く
ら
か

議
　
員

町
　
長

開
館
予
定
は

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

長
与
町
に
あ
る
「
み
か

ん
音
頭
」
や
新
し
く
作
成
さ
れ
た

「
長
与
郷
土
芸
能
盆
唄
」
な
ど
、

郷
土
に
関
す
る
文
化
を
、
小
・
中

学
生
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し

て
、
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

校
長
会
な
ど
で
話
し
合

っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　

国
体
開
催
に
お
け
る
長

与
の
文
化
の
発
信
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

開
始
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
高
田
中
学
校
生
徒
が
関
係

者
手
作
り
の
「
龍
踊
り
」
を
披
露

す
る
。
ま
た
、
期
間
中
は
運
動
公

園
広
場
内
に
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
写
真

展
の
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
を
設
置
し
て
紹

介
す
る
。

A
校
長
会
な
ど
で
話
し

合
っ
て
い
く

Q
町
文
化
の
発
展
を
生

徒
と
と
も
に
図
れ

議
　
員

教
育
長

長
与
の
文
化
発
信
を

議
　
員

町
　
長

助かります各家庭回収
本来行政がすべき

町民のみなさん 楽しく唄い、
踊りましょう

一 般 質 問

A

Q
吉
よし

岡
おか

  清
きよ

彦
ひこ

議員

景観を安全対策より重視するのか
安全対策を重視している
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フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

長
崎
県
が
22
年
6
月
に

「
長
崎
県
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く

り
条
例
」
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基

づ
き
「
長
崎
県
フ
ッ
化
物
洗
口
推

進
事
業
実
施
要
綱
」
を
定
め
た
。

29
年
度
ま
で
に
、
県
内
す
べ
て
の

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で
フ

ッ
化
物
洗
口
を
実
施
す
る
よ
う
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

健
康
保
険
課
を
中
心
に
、
教
育
委

員
会
と
福
祉
課
で
協
議
し
な
が
ら

「
長
与
町
フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
協

議
会
」を
立
ち
上
げ
、「
実
施
要
綱
」

の
作
成
に
着
手
し
て
い
る
。

　

各
学
校
と
密
接
に
連
絡
を
取

り
、
保
護
者
の
理
解
や
同
意
を
得

て
、
慎
重
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　

日
本
歯
科
医
師
会
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
て
安
全
だ
と
言

っ
て
い
る
一
方
、
フ
ッ
素
自
体
に

毒
性
が
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
、
子
ど
も
た
ち
に
行
う
の

は
危
惧
す
る
が
ど
う
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

フ
ッ
化
物
は
、

薬
事
法
で
は
劇
物
扱
い
に
な
る
。

適
切
に
水
で
溶
か
し
て
管
理
し
て

い
く
。
絶
対
、
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

　
　
　
　

教
職
員
と
保
護
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
調
査
で
急
性
中
毒
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
安
全
だ
と
立
証
で
き
な

い
の
で
控
え
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　

安
全
性
に
考
慮
さ
れ
て

い
る
の
で
、
管
理
法
に
基
づ
き
事

故
は
起
き
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
く
。

　
　
　
　

男
女
混
合
名
簿
実
施
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

性
差
は
、
生
物
学
的
な

区
別
で
あ
り
差
別
で
は
な
い
。
男

女
混
合
名
簿
は
、賛
否
両
論
あ
る
。

混
合
名
簿
に
し
な
く
て
よ
い
と
考

え
る
。

　
　
　
　

全
国
児
童
・
生
徒
の
調

査
で
、
性
同
一
性
障
害
の
相
談
が

6
０
6
人
あ
り
、
1
6
５
人
が
診

議
　
員

理
　
事

男
女
混
合
名
簿
は

議
　
員

教
育
長

議
　
員

断
を
受
け
た
。
そ
う
い
う
子
ど
も

の
た
め
に
、
差
別
や
区
別
を
し
な

い
学
校
で
の
環
境
を
整
え
て
お
く

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

お
も
い
や
り
や
優
し
さ

の
心
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
取
り
組
み
と
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

本
年
1
月
か
ら
講
習
会

を
３
回
開
催
し
、
４０
人
の
参
加
が

教
育
長

A
受
入
施
設
の
拡
大
と

周
知
を
図
る

Q
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
の
取
り
組
み
は

議
　
員

町
　
長

あ
っ
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
受
入
施

設
と
し
て
、
４
カ
所
か
ら
承
諾
を

も
ら
っ
た
。
26
年
は
、
講
習
会
を

6
回
開
催
予
定
。
受
入
施
設
の
拡

大
を
図
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の

周
知
と
定
着
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

多
く
の
高
齢
者
が
参
加

す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
受
入
先

を
増
や
す
こ
と
が
先
決
だ
。
町
全

体
で
地
域
の
中
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ワ
ン
コ
イ

ン
制
度
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

1
ポ
イ
ン
ト
1

時
間
制
度
で
、
ワ
ン
コ
イ
ン
も
一

つ
の
や
り
方
な
の
で
今
後
、
参
考

に
し
た
い
。　

議
　
員

介
護
保
険
課
長

毎日のブラッシングケアで
虫歯菌ばいばい！

高齢者が元気で生きがいをもてるまちを！

一 般 質 問

A

Q
　安

あ

部
べ

  　都
みやこ

　
議員

フッ化物洗口事業に十分な説明を
実施要綱を作り協議していく
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6
月
の
環
境
・
食
育
・

男
女
共
同
参
画
の
月
間
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

6
月
５
日「
環
境
の
日
」

を
中
心
に
、6
月
を「
環
境
月
間
」

と
し
、
環
境
保
全
活
動
の
普
及
、

啓
発
に
関
す
る
各
種
行
事
な
ど
を

実
施
す
る
。

　

食
育
月
間
は
「
長
与
町
食
育
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
「
食
」
に
つ

い
て
考
え
、
行
動
し
、
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
目
指
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、

毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
を
男
女

共
同
参
画
週
間
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
男
女
共

同
参
画
の
基
本
法
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
　
　
　

現
在
の
観
光
施
設
、
観

光
資
源
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

中
尾
城
公
園
、
潮
井
崎

公
園
、
体
験
ペ
ー
ロ
ン
が
あ
り
、

25
年
度
の
利
用
者
数
は
合
計　

議
　
員

町
　
長

A
パ
ン
フ
の
県
外
旅
行

代
理
店
へ
の
配
布

Q
観
光
誘
致
は
ど
う
す

る

議
　
員

町
　
長

6
万
1
０
1
８
人
で
あ
る
。
ま

た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

観
光
客
誘
致
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

体
験
ペ
ー
ロ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

町
内
外
旅
行
代
理
店
へ
の
配
布
や

各
施
設
ご
と
の
パ
ン
フ
の
整
備
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、３
月
に

は
、「
長
与
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ル
シ

ェ
」を
開
催
し
７
０
０
０
人
の
来

場
で
賑
わ
っ
た
。

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

今
後
の
可
燃
ご
み
に
対

す
る
考
え
方
は
、
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

　
　
　
　

ゴ
ミ
焼
却
施
設
が
27
年

４
月
に
稼
働
す
る
こ
と
か
ら
、
長

与
・
時
津
両
町
の
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
方
法
を
、

可
燃
ご
み
と
し
て
、
分
別
収
集
を

行
う
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

町
民
へ
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

一
斉
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
お
よ
び
町
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
周
知
を
行
う
。

　
　
　
　

環
境
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

環
境
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
環
境
情
報
表
示
板
の
名
称

で
誰
で
も
、
い
つ
で
も
確
認
で
き

る
よ
う
焼
却
施
設
の
出
入
口
付
近

に
設
置
す
る
。
表
示
板
に
は
「
窒

素
酸
化
物
」「
硫
黄
酸
化
物
」「
一

酸
化
炭
素
」「
塩
化
水
素
」「
ば
い

じ
ん
」「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
に

A
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
可
燃
ご
み

Q
可
燃
ご
み
は
ど
う
変

わ
る

議
　
員

町
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
理
事

議
　
員

町
　
長

関
す
る
排
ガ
ス
測
定
値
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、

国
の
環
境
基
準
値
お
よ
び
施
設
独

自
の
自
主
基
準
値
が
比
較
で
き

る
。
運
転
中
の
排
ガ
ス
測
定
値
の

情
報
や
第
三
者
機
関
に
よ
る
周
辺

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
情
報
な
ど

を
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

定
期
的
に
公
開
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

長与町へようこそ

工事が進む熱回収施設

一 般 質 問

A

Q
分
わけ

部
べ

  和
かず

弘
ひろ

議員

男女共同参画週間での考え方は
さまざまな取り組みで理解を深める
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佐
世
保
市
で
同
級
生
が

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
、
と
て
も
恐

ろ
し
く
悲
し
い
事
件
が
起
き
た
。

心
痛
む
事
件
で
犠
牲
に
な
る
の

は
、い
つ
も
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
は
何
よ
り
も
力
を
注
ぐ
べ
き
で

あ
る
。
新
た
に
L
I
N
E
に
よ
る

い
じ
め
が
急
増
し
て
い
る
が
、
本

町
で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

L
I
N
E
い
じ
め
の
実

態
は
あ
る
。
基
本
的
な
危
険
度
を

プ
リ
ン
ト
に
し
て
子
ど
も
、
保
護

者
へ
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　

不
登
校
が
6
年
ぶ
り
に

増
加
し
て
い
る
が
本
町
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

昨
年
度
は
19
人
。

　
　
　
　

不
登
校
児
の
学
習
支
援

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

適
応
指
導
室
や

保
健
室
で
の
支
援
、
プ
リ
ン
ト
を

家
庭
へ
持
っ
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

長
与
町
教
育
振
興
基
本

計
画
に
「
心
の
豊
か
さ
と
自
ら
学

ぶ
力
を
育
て
る
学
校
教
育
の
実

現
」
と
あ
る
が
現
状
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
　
　

時
代
の
流
れ
を
先
取
り

し
た
I
C
T
教
育
の
推
進
で
、
子

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

議
　
員

教
育
長

ど
も
の
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
る
。

　
　
　
　

学
習
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
集
中
力
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
仲

間
を
与
え
る
教
育
、
学
年
を
超
え

た
「
学
び
合
い
」
を
本
町
で
も
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
同
士
の

学
び
合
い
が
一
番
大
事
で
あ
り
各

学
校
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

貧
困
の
連
鎖
に
よ
り
教

育
が
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
子
ど

も
へ
の
学
習
支
援
と
し
て
自
治
体

が
主
体
的
に
行
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

塾
」
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

議
　
員

　
　
　
　

勉
強
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

命
の
大
切
さ
を
ど
の
よ

う
に
子
ど
も
へ
伝
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
発
達
段
階
に

応
じ
て
「
生
命
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自

他
の
生
命
を
尊
重
す
る
」
こ
と
を

継
続
的
に
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　

佐
世
保
の
事
件
を
受
け

て
子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
と
思
う
が
把
握
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。

教
育
長

心
を
見
つ
め
る
教
育

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

　
　
　
　

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
新
た
な
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

　
　
　
　
「
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
の
た
め
の
プ
ラ
ス
ワ
ン
運

動
」「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」「
産
業
医

へ
の
相
談
」
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
新
た
に
は
な
い
。

　
　
　
　
「
制

※

度
の
は
ざ
ま
」
の

対
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

民
生
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
見
守
り
活
動
、
地
域
の

人
の
連
絡
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　

制
度
の
は
ざ
ま
と
言
わ

れ
て
い
る
問
題
の
実
態
把
握
は
で

き
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

ゴ
ミ
屋
敷
２
件
、
認

知
症
の
徘
徊
４
件
、孤
独
死
４
件
。

引
き
こ
も
り
は
把
握
で
き
て
な
い
。

議
　
員

教
育
長

A
地
域
の
見
守
り
活
動

を
充
実
し
て
い
く

Q
地
域
の
力
を
高
め
よ

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

※
制
度
の
は
ざ
ま

介
護
保
険
や
生
活
保
護
の
サ
ー
ビ
ス
に

あ
て
は
ま
ら
な
い
問
題
。

認
知
症
の
人
の
徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明

者
や
ゴ
ミ
屋
敷
、
引
き
こ
も
り
、
孤
独

死
な
ど
の
問
題
。

子ども主体の学びに

一 般 質 問

A

Q
饗
あい

庭
ば

  敦
あつ

子
こ

議員

学年を超えた学び合いを取入れよ
各学校で研究を進めている
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町
長
の
公
約
で
あ
っ
た

「
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を
進
め

る
た
め
「
地
域
支
え
合
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ

モ
デ
ル
事
業
」
を
百
合
野
地
区
で

実
施
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
も
計
画
し
て
い
る
。
現
在
ど

の
よ
う
な
状
態
か
。

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
事
業
は

6
月
か
ら
本
格
稼
働
し
百
合
野
地

区
の
９６
世
帯
、
う
ち
見
守
り
対
象

が
３７
世
帯
で
運
用
し
て
い
る
。
こ

の
モ
デ
ル
事
業
は
２７
年
度
ま
で

で
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
利
用
者
の

評
価
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
全

町
的
な
導
入
の
可
能
性
を
調
査
し

た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
行

政
が
放
送
局
を
運
営
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
株
式
会
社
な

ど
、
民
間
に
よ
る
運
営
が
必
要
に

な
る
。
ス
タ
ジ
オ
、
法
人
設
立
、

ス
ポ
ン
サ
ー
の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の
で
、
実

現
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
る
。

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
事
業

は
、
住
民
の
相
談
な
ど
を
普
及
員

1
人
で
対
応
し
て
い
る
が
、
職
務

が
過
重
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　
　
　
　

過
重
に
な
っ
て
い
る

面
が
あ
る
。
対
策
は
モ
デ
ル
事
業

終
了
後
に
検
討
し
た
い
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

企
画
課
長

　
　
　
　

町
の
計
画
で
は
買
い
物

支
援
シ
ス
テ
ム
も
視
野
に
入
れ
る

と
し
て
い
る
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
状
で
は
具
体
化
で
き

て
い
な
い
。

　
　
　
　

議
会
総
務
委
員
会
で
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
鯖
江
市

へ
視
察
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
少

な
い
財
政
負
担
で
情
報
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

方
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

研
究
し
て
み
た

い
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
書
が
策
定
さ
れ
、
こ

れ
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
く
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
意
義
は
理
解
す
る
が
、
町
民

と
の
対
話
の
中
で
は
「
多
忙
で
負

担
に
感
じ
る
」「
予
算
消
化
型
の

運
営
に
矛
盾
を
感
じ
る
」「
消
極

的
な
意
見
が
出
し
に
く
い
」「
住
民

の
趣
向
は
多
様
化
し
て
お
り
趣
味

な
ど
を
通
じ
て
自
然
な
形
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
し
て
い
る
」
な

議
　
員

課
　
長

議
　
員

企
画
振
興
部
長

A
意
見
を
聴
き
協
力
連

携

Q
ど
う
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト

議
　
員

ど
の
意
見
が
あ
る
。
住
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
点
は
伸

ば
し
、
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
す

る
ス
タ
ン
ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

住
民
の
意
見
は
真
摯
に

受
け
と
め
る
。
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
協
力
、
連
携
し
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

来
年
は
原
爆
投
下
、
終

戦
か
ら
７０
年
と
い
う
節
目
の
年
に

な
る
。「
平
和
で
安
全
な
郷
土
を

子
孫
に
引
き
継
ぐ
」
と
し
た
町
の

平
和
宣
言
を
実
効
あ
る
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の

町
民
が
参
加
で
き
、
平
和
の
尊
さ

を
考
え
て
も
ら
え
る
平
和
事
業
が

検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

平
和
の
大
切
さ
を
継
承

す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
。
平

和
事
業
を
精
査
し
充
実
、
継
続
し

た
い
。

町
　
長

A
平
和
事
業
を
精
査
し

継
続

Q
被
爆
７０
年
に
ふ
さ
わ

し
い
平
和
事
業
を

議
　
員

町
　
長

地域支え合いＩＣＴモデル事業の見守りイメージ（町情報化計画書より）

一 般 質 問

A

Q
　堤
つつみ

　  理
さと

志
し

　
議員

情報インフラ整備は財政に配慮を
研究したい
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高
田
小
学
校
前
の
ル
ー

プ
橋
は
、来
年
春
に
は
完
成
す
る
。

百
合
野
方
面
か
ら
百
合
野
橋
へ
抜

け
て
い
た
車
両
が
、
分
散
し
て
ル

ー
プ
橋
へ
侵
入
す
る
こ
と
に
な

る
。
高
田
小
・
中
の
児
童
・
生
徒

の
通
学
時
の
安
全
対
策
が
大
切
だ

と
考
え
る
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　

カ
ラ
ー
舗
装
、
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
設
置
で
対
応
す
る
。

　
　
　
　

体
育
館
の
下
付
近
は
特

に
危
険
で
あ
る
。
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

　
　
　
　
　

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設

置
す
る
。
設
置
で
き
な
い
所
は
カ

ラ
ー
舗
装
で
対
応
す
る
。

　
　
　
　

歩
道
の
幅
員
は
ど
れ
く

ら
い
な
の
か
。

　
　
　
　

車
椅
子
の
通
行
も
考
え

て
1
ｍ
で
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ル
ー
プ
橋
を
含
め
た
付

近
の
事
業
費
を
示
せ
。

　
　
　
　
　
　
　

約
４
億
6
０
０

０
万
円
で
あ
る
。町
の
持
ち
出
し
は

約
２
億
９
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

管
理
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
立
て
て
い
て
、
一
定

の
方
向
性
は
出
て
い
る
。

　
　
　
　

運
営
方
式
は
直
営
な

の
か
。

　
　
　
　

検
討
委
員
会
で
十
分
協

議
し
て
決
定
し
た
い
。

　
　
　
　

ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
検
証
大
会
を
終
え
て
、
率
直
に

ど
う
思
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況

を
ど
れ
く
ら
い
の
町
民
に
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
少
し
疑

問
が
残
る
。
開
催
に
あ
た
っ
て
賛

否
両
論
あ
っ
た
。
終
了
後
に
町
民

か
ら
厳
し
い
意
見
も
聞
い
た
。

　

結
論
と
し
て
、
行
政
進
捗
状
況

を
報
告
し
た
り
、
町
民
か
ら
意
見

を
聞
く
の
は
、
町
民
提
案
箱
や
ほ

っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
あ
る
い
は

議
会
で
の
報
告
、
町
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
報
告
な
ど
で

十
分
に
果
た
し
て
い
け
る
と
思
う
。

課
　
長

議
　
員

町
　
長

A
ほ
か
の
方
法
が
効
果

的
と
思
う

Q
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証

大
会
の
感
想
は

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

図
書
館
建
設
に
向
け
て

庁
舎
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
設
置
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
の
か
。
ま

た
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

メ
ン
バ
ー
は
関
係
部
課

長
10
人
で
組
織
し
、
建
設
整
備
に

関
わ
る
全
般
的
な
方
針
、
予
算
お

よ
び
工
期
、
庁
舎
内
お
よ
び
関
係

機
関
・
団
体
と
の
調
整
な
ど
を
行

い
、基
本
構
想
の
策
定
に
携
わ
る
。

現
在
、
構
想
の
基
本
概
念
が
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

10
月
に
委
員
会
を
設
置

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
関
係
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

新
図
書
館
基
本

構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
来
年

３
月
答
申
へ
向
け
て
検
討
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
原
案
を

作
成
し
、
委
員
会
で
検
討
す
る
。

　
　
　
　

建
設
費
用
の
財
源
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
３
月
に
基
本
構
想
を

答
申
予
定
で
あ
る

Q
今
後
の
予
定
を
示
せ

新
図
書
館
建
設

議
　
員

町
　
長

議
　
員

政
策
推
進
課
長

議
　
員

ガードパイプが設置されます

一 般 質 問

A

Q
　佐

さ

藤
とう

  　昇
のぼる

　
議員

高田小・中通学路の安全対策は
できるだけガードパイプで対応
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全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
自
然
災
害
な
ど
を
考
え
る
と
、

避
難
場
所
と
し
て
の
防
災
機
能
を

持
つ
重
要
な
場
所
と
考
え
る
が
、

公
園
の
防
災
機
能
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

防
災
上
の
位
置

付
け
と
し
て
の
回
答
に
な
る
が
、

災
害
時
に
公
園
を
利
用
す
る
の
は

良
い
が
、
防
災
計
画
に
お
い
て
は

公
園
は
指
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

公
園
の
管
理
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

各
公
園
の
草
刈
り
や
剪

定
、
ト
イ
レ
の
清
掃
は
年
間
を
通

じ
て
行
っ
て
お
り
、
遊
具
等
の
公

園
施
設
の
点
検
に
つ
い
て
は
年
２

回
１０
月
と
２
月
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　

公
園
全
て
に
ト
イ
レ
は

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

92
カ
所
の
う
ち

60
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　

老
朽
化
が
進
む
ト
イ
レ

や
使
い
勝
手
の
悪
い
ト
イ
レ
が
公

園
に
は
散
見
さ
れ
る
が
対
応
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

老
朽
化
に
よ
る
破
損
等

に
つ
い
て
は
、
修
繕
で
対
応
し
て

い
る
。
使
い
勝
手
の
悪
い
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
接
続
が
困

議
　
員

都
市
整
備
課
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

議
　
員

町
　
長

難
な
ト
イ
レ
で
は
、
今
後
存
続
も

含
め
て
、
地
元
自
治
会
と
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

　
　
　
　

天
満
宮
公
園
（
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
公
園
）
に
も
ト
イ
レ
が
あ

る
が
、
老
朽
化
が
目
立
ち
、
男
女

の
仕
切
も
な
く
利
用
し
に
く
く
非

常
に
不
便
で
あ
る
。
ま
た
、
和
式

の
た
め
高
齢
者
や
障
が
い
者
も
利

用
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
の
で
、

誰
で
も
が
利
用
で
き
る
多
目
的
ト

イ
レ
に
改
修
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

改
修
と
言
っ
て

も
ト
イ
レ
に
は
か
な
り
の
予
算
が

掛
か
る
の
で
、
早
急
に
は
で
き
な

い
が
年
次
計
画
な
ど
に
お
い
て
検

討
し
て
い
く
。

議
　
員

都
市
整
備
課
長

　
　
　
　

町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

現
在
の
施
設
は
、
総
合

計
画
で
示
し
て
い
る
、
目
標
人
口

５
万
1
０
０
０
人
、
目
標
世
帯
数

1
万
９
０
０
０
世
帯
に
つ
い
て
、

下
水
の
処
理
能
力
は
対
応
可
能
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　

目
標
値
に
は
達
し

て
い
な
い
。
現
時
点
で
は
過
大
投

資
の
形
に
な
り
費
用
対
効
果
が
薄

議
　
員

町
　
長

A
長
寿
命
化
対
策
を
計

画
し
て
い
る

Q
大
丈
夫
か
今
後
の
下

水
道
処
理

議
　
員

下
水
道
課
長

れ
る
。
現
在
の
人
口
規
模
に
あ
っ

た
処
理
施
設
で
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　

浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

処
理
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　
「
下
水
道
長
寿
命
化
支

援
制
度
」で
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

下
水
道
管
の
老
朽
化
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

下
水
道
管
に
つ
い
て
は

耐
用
年
数
が
50
年
と
さ
れ
て
い
る

が
目
視
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
変

形
、歪
み
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

下
水
の
高

★

度
処
理
は
ど

の
よ
う
な
計
画
で
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　
　

流

★

総
計
画
に
基
づ
き
、

大
村
湾
沿
岸
周
辺
の
関
係
市
町
の

動
向
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
下

水
の
高
度
処
理
の
取
り
組
み
な
ど

の
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

議
　
員

課
　
長

議
　
員

課
　
長

高
度
処
理
の
計
画

議
　
員

町
　
長

★
高
度
処
理
と
は

通
常
の
下
水
処
理
よ
り
も
、
水
の
汚
れ

の
原
因
と
な
る
有
機
物
や
富
栄
養
化
の

原
因
と
な
る
窒
素
や
リ
ン
等
を
取
り
除

く
処
理
。

★
流
総
計
画
と
は

大
村
湾
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画

公園は誰もが訪れる公共の空間

一 般 質 問

A

Q
川
かわ

井
い

  哲
てつ

雄
お

議員

天満宮公園のトイレを多目的に
今後検討する
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町
長
は
、
新
図
書
館
建

設
地
を
榎
の
鼻
土
地
と
表
明
し
た

が
、
6
月
議
会
で
「
価
格
は
こ
れ

か
ら
交
渉
す
る
。
財
源
の
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
」と
答
弁
し
た
。

こ
の
表
明
は
、
具
体
的
根
拠
を
欠

く
も
の
で
あ
り
、
と
う
て
い
住
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

　

1
月
の
議
会
報
告
会
で
も
「
子

ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
利
用
を
考

え
る
と
、
高
い
所
に
建
て
る
の
は

疑
問
だ
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
際
、
榎
の
鼻
土
地
へ
の
建

設
は
撤
回
し
、
現
在
地
に
図
書
館

と
公
民
館
を
合
築
し
、
町
有
地
の

有
効
活
用
を
図
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
　

若
干
標
高
が
高
い
土
地

で
は
あ
る
が
、
建
設
を
決
意
し
た

理
由
は
①
町
内
全
域
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
な
ど
の
利
便
性
の
確
保
②
本

町
の
人
口
規
模
と
今
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
図
書
館
機
能
を
想
定
し

た
必
要
な
用
地
③
新
図
書
館
を
町

の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
―
で
あ
り
、
熟
慮
の
結
果
決
定

し
た
。

　
　
　
　

図
書
館
と
長
与
町
公
民

館
を
合
築
し
た
場
合
、
建
築
基
準

議
　
員

町
　
長

議
　
員

法
上
の
可
能
な
延
べ
床
面
積
、
駐

車
台
数
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

全
体
の
土
地
面

積
は
３
２
５
０
㎡
で
あ
り
、
こ
れ

を
基
に
建
ぺ
い
率
６０
％
、
容
積
率

は
２
０
０
％
で
試
算
す
る
と
、
概

略
で
あ
る
が
延
べ
床
面
積
は

３
９
０
０
㎡
、
駐
車
台
数
は
約
５５

台
と
な
る
。

　
　
　
　

榎
の
鼻
土
地
購
入
に
つ

い
て
は
、
6
月
議
会
で
「
こ
の
公

益
用
地
の
約
1
万
㎡
購
入
に
つ
い

て
は
、
区
画
整
理
組
合
側
か
ら
の

都
市
整
備
課
長

組
合
と
の
約
束
内
容

議
　
員

申
し
入
れ
も
あ
り
、
２３
年
８
月
２９

日
付
文
書
で
購
入
す
る
と
回
答
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
を
示
せ
。

　
　
　
　

組
合
側
の
申
し
入
れ
の

概
略
内
容
は
、
土
地
の
面
積
は
1

万
９
４
７
㎡
、
金
額
は
５
億
6
４

０
０
万
円
、
支
払
い
方
法
は
２６
年

度
に
２
億
円
、２７
年
度
に
２
億
円
、

２８
年
度
に
1
億
6
４
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

回
答
書
に
は
、
土
地
面
積
1
万

6
6
５
㎡
、
金
額
５
億
４
７
０
０

万
円
で
、
支
払
期
間
は
２６
年
度
か

ら
２８
年
度
ま
で
と
し
て
い
る
。
た

町
　
長

だ
し
、
各
項
目
に
お
け
る
金
額
や

面
積
、
期
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
後
継
続
し
て
協
議
す
る
旨
を
付

記
し
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
に
具
体
的
な
契
約
に

向
け
た
進
展
は
な
い
。
今
後
買
収

す
る
場
合
に
は
、
議
会
に
必
要
な

議
決
な
ど
を
求
め
な
が
ら
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

介
護
を
行
う
家
族
介
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
家
族
介
護
者
に

対
し
、
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

集
い
や
在
宅
介
護
者
見
舞
金
の
支

給
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

A
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
集
い
等
実
施

Q
ど
う
す
る
家
族
介
護

者
の
支
援
策
は

議
　
員

町
　
長

新図書館建設は、長与町公民館と
現図書館を合築し、現在地を有効活用せよ

一 般 質 問

A

Q
内
うち

村
むら

  博
ひろ

法
のり

議員

新図書館建設は現在地を活用せよ
熟慮の結果 榎の鼻の土地に決定
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日
々
の
暮
ら
し
の
中
の

安
全
安
心
の
観
点
か
ら
街
路
灯
の

設
置
、
管
理
な
ど
現
状
と
今
後
の

計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

経
年
劣
化
等
に
よ
る
照

度
の
低
下
な
ど
発
生
時
に
は
、
電

球
の
取
り
換
え
と
と
も
に
保
守
点

検
に
よ
る
安
全
確
認
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

防
犯
灯
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

25
年
度
末
で
３
５
５
1

基
設
置
し
て
お
り
、
自
治
会
か
ら

の
要
望
な
ど
に
よ
り
L
E
D
電
球

用
防
犯
灯
を
新
設
し
、
球
切
れ
時

に
器
具
不
良
の
場
合
は
、
L
E
D

電
球
用
防
犯
灯
に
切
り
替
え
て

い
る
。

　
　
　
　

大
き
く
育
っ
た
街
路
樹

は
大
き
く
根
を
張
り
、
歩
道
を
持

ち
上
げ
て
い
る
。対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

長
与
小
学
校
裏
の
歩

道
に
関
し
て
は
補
修
を
行
っ
た
。

支
障
が
あ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
連

絡
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

道
路
に
は
み
出
し
た
民

家
の
生
け
垣
は
、
小
・
中
学
生
の

通
学
、
下
校
に
傘
な
ど
が
引
っ
掛

か
り
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

管
理
課
長

通
学
路
の
安
全
安
心

議
　
員

う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
対
処
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

住
民
に
事
情
を
話
し
、

要
請
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
強

制
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　

台
風
接
近
に
伴
う
避
難

所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
現
状
と
問

題
点
は
何
か
。

　
　
　
　

大
雨
・
台
風
接
近
に
よ

る
警
報
の
発
表
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
警
戒
本
部
を
立
ち
上
げ
た

際
に
は
、
初
動
態
勢
や
、
自
主
的

な
避
難
の
た
め
の
開
設
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
判
断
し
て
い
る
。
今
後
、

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令
す

る
必
要
が
あ
る
事
態
を
想
定
す
る

と
、
一
時
的
避
難
所
・
一
定
期
間

に
渡
る
継
続
的
な
避
難
生
活
を
余

課
　
長

議
　
員

町
　
長

儀
な
く
さ
れ
る
場
合
の
避
難
所
の

役
割
分
担
、
動
員
態
勢
な
ど
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

地
域
を
め
ぐ
る
問
題
が

多
様
化
す
る
中
、
都
会
の
若
者
を

地
域
の
活
性
化
に
生
か
し
、
定
住

し
て
も
ら
う
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
３
1
８
自
治
体
が
受
け
入

れ
、
成
果
が
出
て
い
る
。
本
町
で

も
担
い
手
不
足
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

分
野
で
課
題
を
感
じ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
お
け
る
担
い
手
、
商
店

A
他
の
事
例
等
に
つ
い

て
研
究
す
る

Q
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
地
域
活
性
化
を

議
　
員

町
　
長

街
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
課
題
で
あ
る
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
計
画

書
」
を
策
定
し
、
多
く
の
住
民
が

行
事
へ
参
加
す
る
こ
と
で
後
継
者

の
育
成
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
受
け
入
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

隊
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
た
と
こ
ろ
、
48
％
が
活
動
し
た

地
区
に
定
住
し
た
と
の
結
果
が
出

て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
の
受
入

態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
な
ど
、
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
今
後
、
国
が

地
方
活
性
化
に
向
け
、
さ
ら
に
隊

員
を
増
や
す
方
針
と
聞
い
て
い

る
。
全
国
お
よ
び
県
内
の
事
例
な

ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

議
　
員

町
　
長

日が暮れると
明かりが足りない南田川内線

地域おこし協力隊で地域再生を！

一 般 質 問

A

Q
　金

かね

子
こ

  　恵
めぐみ

　
議員

大丈夫か　日々の安心安全
保守点検による安全確認に取組む
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長
与
町
も
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
が
９
千
人
を
超
す
状
況
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
自
ら
の

健
康
を
維
持
し
、
地
域
社
会
で
の

健
康
づ
く
り
介
護
予
防
に
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
は
、
行
政
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
。

　

他
自
治
体
で
「
高
齢
者
健
康
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
施

設
を
運
営
し
て
い
る
所
は
な
い
か
。

　
　
　
　

全
国
の
自
治
体
で
も
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

規
模
が
大
き
く
、
そ
の
主
体
は
県

レ
ベ
ル
の
設
置
で
指
定
管
理
者
に

よ
る
運
営
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　

町
は
、
老
人
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
を
は
じ

め
、
介
護
予
防
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
効
果
を
あ

げ
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
、
高
齢
者
が
誰
で
も
、
気
楽

に
、
い
つ
で
も
行
け
、
気
の
合
っ

た
人
た
ち
と
歓
談
で
き
た
り
、
た

ま
に
は
飲
食
も
で
き
る
よ
う
な

「
高
齢
者
の
交
流
施
設
」
を
作
っ

て
も
ら
え
な
い
か
と
の
要
望
が
あ

る
。
既
存
の
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
人
た
ち
の
救
済

議
　
員

町
　
長

議
　
員

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

今
回
の
第
6
期
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
に
係
る
国
の
方

針
に
お
い
て
、
介
護
予
防
の
観
点

か
ら
、
機
能
回
復
訓
練
な
ど
高
齢

者
本
人
の
心
身
機
能
の
改
善
だ
け

で
な
く
、
生
活
環
境
の
調
整
や
地

域
の
中
に
生
き
が
い
や
役
割
を
も

っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
居
場
所

と
出
番
づ
く
り
な
ど
、
本
人
を
取

り
巻
く
環
境
づ
く
り
も
重
要
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
町
内
に
は
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
が
１８
カ
所
あ
り
、
高
齢
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や
情
報
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
カ
フ
ェ

の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

町
　
長

　

今
後
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
充
実
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
」
の
設
置
な
ど
、
高
齢
者
の
増

加
と
介
護
予
防
に
対
応
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や

気
軽
に
集
え
る
場
所
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

　
　
　
　

図
書
館
整
備
検
討
委
員

会
が
作
成
し
た
「
長
与
町
立
図
書

館
整
備
基
本
計
画
書
」
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
読
ん
だ
。
町
長
の
率
直

な
感
想
は
ど
う
か
。

A
検
討
委
員
会
の
計
画

書
を
最
大
限
尊
重

Q
新
図
書
館
建
設
に
町

長
の
想
い
は

議
　
員

　
　
　
　

計
画
書
は
、
約
２
年
間

に
わ
た
る
委
員
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
町
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
を
考
慮
し
現
実
的
な
考

え
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

す
べ
て
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
大

限
尊
重
し
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

　
　
　
　

相
当
な
建
設
費
と
維
持

費
が
予
想
さ
れ
る
が
、
覚
悟
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　

国
庫
補
助
の
活
用
と
、

効
率
的
な
運
営
を
前
提
と
し
て
計

画
し
て
い
く
。

町
　
長

議
　
員

町
　
長

住民の声を活かした長野県小布施町図書館

活躍する高齢者のみなさん

一 般 質 問

A

Q
　西

にし

田
だ

  　敏
さとし

　
議員

高齢者が自由に使える施設を
高齢者の居場所づくりを研究する
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
み

の
P
R
な
の
で
、
P
R
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　

お
礼
の
品
を
贈
る
納
税

金
額
を
下
げ
た
り
、
特
産
品
の
種

類
を
増
や
し
た
り
し
て
税
収
増
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

本
町
で
魅
力
あ
る
品
を

準
備
す
る
の
は
厳
し
い
と
思
う
。

課
　
長

議
　
員

副
町
長

　
　
　
　

ゾ
ー
ン
30
整
備

に
対
す
る
補
助
金
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

55
％
の
「
安
全

な
通
学
路
の
確
保
補
助

金
」
が
あ
る
。

　
　
　
　

推
進
・
整
備
へ

の
問
題
点
は
何
か
。

　
　
　
　

地
域
住
民
の
同

意
と
理
解
が
必
要
だ
が
、

こ
の
こ
と
は
歩
行
者
の
安

全
・
安
心
を
考
え
る
と
特

に
問
題
は
な
い
。

　
　
　
　

警
察
か
ら
本
町

に
も
候
補
地
の
話
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
場
所
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　

長
与
小
学
校
を
含
め

た
定
林
・
駅
前
線
一
帯
の
区
域
で

あ
る
。

　
　
　
　

こ
の
場
所
が
、
警
察
で

の
候
補
に
挙
が
り
な
が
ら
今
年
度

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　

県
の
予
算
措
置
の
問
題

だ
と
思
う
。

　
　
　
　

他
に
整
備
が
必
要
と
考

え
る
場
所
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

他
の
場
所
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　

農
協
の
横
か
ら
入
る
川

沿
い
の
道
（
町
道
榎
の
鼻
・
池
原

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

管
理
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

線
）
が
あ
る
が
、
こ
の
周
辺
で
の

ゾ
ー
ン
30
設
定
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

　
　
　
　

そ
こ
は
制
限
速
度
30
㎞

の
道
路
だ
。
区
画
道
路
が
中
に
入

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
含
め
た

上
で
警
察
と
の
協
議
が
必
要
で

あ
る
。

　
　
　
　

こ
こ
は
30
㎞
道
路
だ
が

朝
夕
は
そ
れ
を
守
る
車
は
少
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。
通
学
道
路
で
あ

り
、
一
方
通
行
で
は
な
い
た
め
車

両
の
離
合
も
あ
る
。
カ
ー
ブ
も
多

い
。
こ
の
よ
う
な
場
所
こ
そ
心
理

的
抑
制
を
働
か
せ
る
た
め
ゾ
ー
ン

課
　
長

議
　
員

30
の
設
定
が
必
要
と
感
じ
る
。
こ

の
道
路
に
は
路
側
帯
す
ら
な
い
が

な
ぜ
な
の
か
。

　
　
　
　

確
認
し
て
い
な
い
の
で

分
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ら
対

応
を
取
り
た
い
。

　
　
　
　

町
長
は
ふ

※

る
さ
と
納
税

を
増
や
し
た
い
の
か
。

　
　
　
　

最
近
の
過
剰
な
お
礼
に

は
違
和
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

25
年
度
、
本
町
が
受
け

た
ふ
る
さ
と
納
税
は
３
件
、
14
万

円
だ
っ
た
。
本
町
か
ら
他
自
治
体

に
納
税
さ
れ
た
分
は
ど
れ
だ
け
か
。

　
　
　
　
　

18
件
、
99
万
円
程
で

あ
る
。

　
　
　
　

今
年
か
ら
本
町
で
も
お

礼
の
品
を
始
め
た
が
、
現
在
ま
で

受
け
た
実
績
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

1
件
、２
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　

全
国
の
自
治
体
は
自
主

財
源
確
保
に
向
け
て
努
力
し
、
納

税
額
を
増
や
し
て
い
る
。
な
ぜ
本

町
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
は
増

え
な
い
と
考
え
て
い
る
か
。

課
　
長

A
過
剰
な
品
の
提
供
は

し
な
い

Q
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

積
極
的
な
取
組
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

税
務
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

※
ふ
る
さ
と
納
税

任
意
の
地
方
自
治
体
に
寄
附
（
納
税
）

す
る
こ
と
で
、
寄
附
し
た
額
か
ら
２
千

円
を
引
い
た
額
が
翌
年
に
税
額
控
除
さ

れ
る
。
ま
た
、
寄
附
さ
れ
た
自
治
体
が

寄
付
者
に
対
し
お
礼
の
品
と
し
て
特
産

品
等
を
お
く
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
長
与
町
で
も
２６
年
度
か
ら
２
万
円

以
上
の
寄
付
者
に
対
し
お
礼
の
品
を
贈

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ゾーン30で通学路の安全確保を（時津東小付近）

ふるさと納税に力をいれている平戸市

一 般 質 問

A

Q
安
あん

藤
どう

  克
かつ

彦
ひこ

議員

ゾーン3０推進に対する町の見解は
警察と連携し実施していきたい
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本
町
の
土
砂
崩
壊
の
危

険
が
あ
る
土
石
流
危
険
渓
流
９０
。

地
す
べ
り
等
危
険
箇
所
４
。
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
1
９
２
。

山
地
災
害
危
険
地
５５
な
ど
存
在
す

る
。
危
険
箇
所
の
確
認
や
更
新
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

長
崎
県
で
確
認
作
業
が

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
更
新
は

な
い
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ

た
危
険
箇
所
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　

土
石
流
危
険
渓
流
箇
所

で
４
。
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所

で
２９
カ
所
整
備
し
て
き
た
。

　
　
　
　

今
後
の
危
険
箇
所
の
整

備
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

２６
年
度
か
ら
２８
年
度
の

３
カ
年
で
、
町
内
５
０
０
カ
所
を

調
査
し
、
結
果
を
踏
ま
え
整
備
計

画
を
つ
く
る
。

　
　
　
　

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇

所
の
整
備
に
は
、
対
象
住
民
の
負

担
も
あ
る
。
負
担
の
軽
減
が
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

受
益
者
負
担
は

必
要
と
考
え
る
。
軽
減
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　
　

危
険
箇
所
の
整
備
は
、

長
崎
県
の
指
定
と
な
る
。
町
独
自

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

議
　
員

の
指
定
で
、
整
備
で
き
る
制
度
が

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

長
崎
県
の
指
定
に
よ

り
、
国
庫
補
助
や
県
費
補
助
の
負

担
が
あ
る
の
で
、
町
単
独
の
事
業

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

広
島
の
土
砂
災
害
で

は
、
避
難
勧
告
の
遅
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
は
避
難
指
示

の
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

防
災
計
画
に
は
追
加

し
て
い
な
い
が
、
今
年
度
明
確
な

避
難
基
準
を
示
し
た
。
基
準
内
容

を
早
い
う
ち
に
公
開
し
て
い
き

た
い
。

建
設
部
長

議
　
員

総
務
課
長

　
　
　
　

防
災
マ
ッ
プ
は
１７
年
か

ら
変
更
が
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

長
崎
県
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
に
あ
わ
せ
、
本
町
の
防

災
マ
ッ
プ
も
新
し
く
準
備
を
し
て

い
る
。

　
　
　
　

来
年
は
被
爆
７０
周
年
を

迎
え
、
被
爆
者
の
年
齢
も
高
齢
化

し
、
被
爆
体
験
の
継
承
が
難
し
く

議
　
員

課
　
長

A
長
崎
市
の
状
況
を
み

て
検
討
し
た
い

Q
被
爆
体
験
の
語
り
部

を
つ
く
れ

議
　
員

な
っ
て
来
て
い
る
。

　

被
爆
体
験
伝
承
活
動
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

語
り
部
の
養
成
に
つ
い

て
は
、
長
崎
市
な
ど
を
研
究
し
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
福
祉
医
療
の

拡
大
は
、
若
い
子
育
て
世
帯
の
強

い
要
望
が
あ
る
。
長
与
町
で
も
福

祉
医
療
の
対
象
を
、
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

対
象
年
齢
の
拡
大
よ
り

先
に
、
障
害
者
医
療
費
の
現
物
給

付
化
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　

福
祉
医
療
の
拡
大
は
、

県
内
で
は
、松
浦
市
、南
島
原
市
、

雲
仙
市
や
島
原
市
で
も
拡
大
さ
れ

て
い
る
。
子
育
て
世
代
が
多
い
本

町
こ
そ
、
最
優
先
で
取
り
組
む
課

題
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

現
状
で
は
、
現
物
給
付

を
実
現
さ
せ
た
い
。

町
　
長

A
障
害
者
の
現
物
給
付

化
を
優
先
し
た
い

Q
福
祉
医
療
を
中
学
校

卒
業
ま
で
拡
大
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

応急処置をした崖くずれ跡

一 般 質 問

A

Q
河
かわ

野
の

  龍
たつ

二
じ

議員

危険箇所の整備計画は
県の調査結果を踏まえ計画する
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26年9月定例会の議案および賛否
提
案
区
分

議　　　　　　　　　　案
審
議
結
果

饗
庭
敦
子

安
部　

都

内
村
博
法

分
部
和
弘

安
藤
克
彦

金
子　

恵

川
井
哲
雄

森　

謙
二

西
岡
克
之

岩
永
政
則

喜
々
津
英
世

佐
藤　

昇

山
口
憲
一
郎

堤　

理
志

西
田　

敏

河
野
龍
二

吉
岡
清
彦

竹
中　

悟

山
口
経
正

執
　
　
行
　
　
機
　
　
関

長与町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
町道自由ヶ丘団地線道路築造工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長与町一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長与町介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成25年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
平成25年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成25年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
平成25年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
平成25年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
平成25年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
平成25年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成２５年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議
　
　
会

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元を
はかるための、2015年度政府予算に係る意見書採択の要請について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

本会議場での国旗及び地方自治体旗の掲揚に関する請願 採択 ○ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充等に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
手話言語法制定を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元を
はかるための、2015年度政府予算に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充等に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
〔○賛成　▼反対　■棄権　－欠席〕＊議長は採決に加わらないため「※」で表示

救
急
法
を
学
ぶ

　

議
会
で
は
、24
年
12
月
に「
長
与
町
議

会
災
害
対
応
要
領
」を
定
め
て
い
ま
す
。

２
回
目
の
訓
練
は
、
７
月
11
日
に
長
崎

市
北
消
防
署
浜
田
出
張
所
の
指
導
で
、

全
議
員
が
参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
適
切
な

心
肺
蘇
生
措
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
救

命
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

特
に
心
肺
蘇
生
で
は
多
く
の
議
員
が
交

代
で
体
験
し
ま
し

た
。

　

資
料
お
よ
び
実

体
験
に
よ
る
訓
練

は
、
大
変
有
意
義

で
あ
り
ま
し
た
。

広
島
土
砂
災
害
の
復
興
を
応
援

　

広
島
市
北
部
で
は
、
８
月
19
日
夜
か

ら
の
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
20
日
に
土

石
流
災
害
が
発
生
し
、
人
命
や
家
屋
な

ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
員
か
ら
の
、
義
援
金
10
万
円
を
長

与
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
お
届

け
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
早
期
復
興
と

平
穏
な
暮
ら
し
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
提
案
が

あ
っ
た
教
育
委
員
の
任
命
案
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

古こ

賀が

　
清き
よ

彦ひ
こ

さ
ん（
岡
郷
）

　

町
議
会
で
は
、
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
去
る

９
月
８
日
に
岩
永
特

別
委
員
長
か
ら
、
山

口
議
長
に
対
し
て
調

査
研
究
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
調
査・研
究
結
果
を

議
長
に
報
告

人
事
案
件
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手
話
言
語
法
の
制
定
を
求
め
る
請
願
、
教
職
員
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
復
元
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
拡
充
の

各
請
願
採
択
を
受
け
、
議
会
と
し
て
同
趣
旨
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
意
見
書
は
、
政
府
・
国
会
な
ど
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
す
。

【
請
願
の
要
旨
】

　

国
旗
国
歌
法
が
制
定
さ
れ
、
議
場
に
国
旗
、
自
治
体
旗
を
掲
揚
す
る

こ
と
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
が
、
貴
議
会
は
未
だ
掲
揚
さ
れ
て
い
な
い
。

　

議
場
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
国
旗
、
町
旗
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
こ

と
は
、
議
員
や
職
員
が
国
を
愛
し
、
国
民
と
し
て
の
一
体
感
を
持
ち
、

住
民
か
ら
課
せ
ら
れ
た
責
任
を
自
覚
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
。

●
本
会
議
場
正
面
に
日
本
国
旗
及
び
町
旗
を
掲
揚
す
る
こ
と
。

本
会
議
場
で
の
国
旗
及
び
自
治
体
旗
の
掲
揚
に

関
す
る
請
願

【
請
願
の
要
旨
】

　
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
割
合
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
結
果
、
自
治
体
財
政
を
圧
迫
し
非
正
規
職
員
も
増
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
・
主
体
的
な
と
り
く
み
を
引
き
出
す
教
育
の
役

割
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

●
教
育
予
算
の
増
額
。

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
国
負
担
割
合
の
２
分
の
１
復
元
。

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、２
０
１
５

年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

【
請
願
の
要
旨
】

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ

え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話
を
学
べ
、
自
由
に
手
話
が

使
え
、
更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
」
を
制
定
す
る
こ
と
。

手
話
言
語
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

　
【
請
願
の
要
旨
】

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
は
、
対
象
と
な
る
医

療
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
費
助
成
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
患
者
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
高
額
の
医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る
を
得
な

い
だ
け
で
な
く
、
就
労
不
能
の
方
も
多
く
、
生
活
に
困
難
を
来
し
て
い
る
。

●�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
。

●�
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認

定
基
準
を
緩
和
し
、
患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
に
す
る
こ
と
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
等
に
関
す
る
請
願

採 択
全会一

致

採 択
全会一

致

採 択
全会一

致

採 択
賛成15

：反対3



もっと身近な議会へ

「議会報告会」開催

長
与
町
議
会ミ

ッ
ク
ン

質
問
席
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○
調
査
期
日

　

７
月
２
日
か
ら
４
日

○
調
査
場
所

・
群
馬
県
太
田
市

・
埼
玉
県
飯
能
市

・
長
野
県
小
布
施
町

○
調
査
目
的

・
国
民
健
康
保
険
財
政
状
況

・
図
書
館
建
設
と
管
理
運
営

○
調
査
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
田
市
）

・
国
保
税
の
引
き
下
げ

　

平
等
割
を
引
き
下
げ
て
、
資
産
割
を
廃
止
。

収
納
率
が
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
効
果
が

な
か
っ
た
。
よ
っ
て
現
在
、
税
の
引
き
上
げ
を

検
討
中
。
ま
た
、
収
納
率
を
上
げ
る
た
め
に
口

座
引
落
し
に
よ
る
徴
収
を
推
進
予
定
。

・
保
険
事
業

　

特
定
健
診
の
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
25

年
度
か
ら
無
料
化
を
実
施
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
能
市
）

・
建
設
費

　

建
設
設
計
業
務
委
託
料　

３
９
９
０
万
円

　

土
地
購
入
費　
　
　

７
億
6
７
９
３
万
円

　

建
物
工
事
費　
　
　

11
億
４
４
6
７
万
円

・
財
源

　

合
併
特
例
債　
　
　

12
億
４
1
０
０
万
円

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
９
７
1
７
万
円

　

一
般
財
源　
　
　
　

1
億
6
０
５
５
万
円

　

基
金　
　
　
　
　
　

1
億
５
３
７
８
万
円

・
住
民
の
参
加

　

16
年
に
「
図
書
館
を
考
え
る
会
」
が
新
図
書

館
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
。
73
％
の
住
民
が
必
要
性

に
賛
同
。
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
や
審
議
会

の
検
討
を
経
て
、
先
行
取
得
さ
れ
て
い
た
工
場

跡
地
に
25
年
に
建
設
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
布
施
町
）

・
館
の
設
計
者
の
選
定

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
コ
ン
ペ
の
融
合
方
式
を
採

用
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
全
国
か
ら
公
募

し
、
２
次
審
査
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
経
て
決
定
。

・
建
設
費　

４
億
円

・
財
源　
　

基
金　

３
億
２
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　

補
助
金　
　

８
０
０
０
万
円

○
調
査
を
終
え
て

　

国
保
財
政
は
、
財
政
力
の
豊
か
な
自
治
体
で

も
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。
単
発
的
な
保
険
税
の

引
き
下
げ
は
、
将
来
引
き
上
げ
に
転
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

２
自
治
体
の
図
書
館
は
、
住
民
参
加
で
建
て

ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
本
町
の

課
題
は
、
建
設
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
財
政
状
況

図
書
館
建
設
と
管
理
運
営

図
書
館
建
設
と
管
理
運
営

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
調
査
報
告

 

国
保
財
政
お
よ
び
図
書
館
建
設
な
ど
を
調
査

�

委
員
長
　
河
野
　
龍
二
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○
研
修
期
日

８
月
２０
日
か
ら
２２
日

○
研
修
場
所

・
群
馬
県
吉
岡
町

・
長
野
県
東と
う

御み

市

○
研
修
目
的

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集

○
研
修
内
容

　
　
　
　
　

・「
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
、
親
し

ま
れ
る
」
を
発
行
の
方
針
と
し
、
年
４

回
発
行
し
て
い
る
。

・
広
く
町
民
か
ら
意
見
や
要
望
を
聴
取
し

て
内
容
を
充
実
さ
せ
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
に
す
る
た
め
２４
年
１１
月
よ
り

「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」
１６
人
を
選

任
し
委
嘱
し
て
い
る
。

・
表
紙
は
住
民
が
手
に
し
た
と
き
、
強
い

関
心
を
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

掲
載
写
真
は
人
物
が
は
い
っ
た
動
き
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。

・
一
般
質
問
は
質
問
者
が
担
当
し
、
記
事

は
３０
分
３０
行
、４０
分
４５
行
、６０
分
６０
行
と

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

・
議
会
審
議
の
内
容
や
市
民
の
知
り
た
い

こ
と
を
、
わ
か
り
や
す
く
正
確
に
、「
住

民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
の
方
針
と
し
、
年
４
回
発
行
し

て
い
る
。

・
表
紙
は
元
気
な
子
ど
も
の
様
子
が
表
現

さ
れ
て
い
て
、
時
節
に
あ
っ
た
も
の
に

し
て
い
る
。

・
議
会
Ｑ
＆
Ａ
、
市
民
参
加
の
企
画
な
ど

新
し
い
企
画
に
挑
戦
し
て
い
る
。

○
研
修
を
終
え
て

　

吉
岡
町
、
東
御
市
と
も
全
国
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
読
み

や
す
く
手
に
取
り
た
い
と
思
う
議
会
だ
よ

り
で
あ
る
。

　

住
民
参
加
型
企
画
「
私
の
ひ
と
こ
と
」

「
お
ら
ほ
（
私
た
ち
）
の
取
り
組
み
」「
ま

ち
の
散
歩
道
」、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

制
、
ク
イ
ズ
な
ど
参
考
に
し
て
長
与
町
で

も
今
後
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

吉
岡
町

東
御
市

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
視
察
研
修
報
告

 

議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
調
査

�

委
員
長
　
饗
庭
　
敦
子

○
研
修
期
日

７
月
23
日
か
ら
25
日

○
研
修
場
所

・
神
奈
川
県
葉
山
市　

・
埼
玉
県
和
光
市

・
東
京
都
町
田
市

○
研
修
目
的

・
委
員
会
の
運
営

・
議
会
改
革
の
取
り
組
み

○
研
修
内
容

　
　
　
　
　

本
会
議
初
日
に
議
案
の
提
案
説
明
を
行

い
、
休
会
の
の
ち
総
括
質
問
を
行
い
、
予

算
・
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
に
入
る
。

一
般
質
問
は
本
会
議
終
盤
に
行
う
た
め
、

委
員
会
で
の
審
議
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
質

問
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

定
数
削
減
に
よ
り
、
常
任
委
員
会
を
３
か

ら
２
委
員
会
に
し
た
。予
算
は
常
任
委
員

会
へ
分
割
付
託
す
る
こ
と
に
よ
り
決
算
審

査
を
効
率
的
に
で
き
る
。ま
た
、範
囲
が
絞

ら
れ
る
た
め
詳
細
な
審
査
が
で
き
、
審
査

日
数
も
削
減
で
き
る
。

　
　
　
　
　

予
算
は
、各
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
。決

算
は
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
特
別
委
員

会
、
企
業
会
計
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
す
る
。決
算
に
関
し
て
は
、
今
後
、
常

任
委
員
会
へ
の
分
割
付
託
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
審
査
が
で
き
る

の
で
は
と
検
討
中
で
あ
る
。

○
研
修
を
終
え
て

　

 

改
選
後
、
定
数
16
人
に
向
け
、
本
町
は

２
常
任
委
員
会
の
設
置
、
各
委
員
会
で
予

算
・
決
算
の
審
査
を
行
う
と
い
う
こ
と
を

決
定
し
た
。メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、各
委
員
会

へ
付
託
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
審
査

が
行
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、上

程
日
を
初
日
に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
一

般
質
問
、委
員
会
審
査
で
積
極
的
な
質
疑
・

提
案
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。改
革
へ
の

取
り
組
み
は
各
議
会
と
も
、
で
き
る
こ
と

を
継
続
し
、
そ
の
歩
み
を
止
め
な
い
と
い

う
姿
勢
は
今
後
、肝
に
銘
じ
、自
分
た
ち
に

見
合
っ
た
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

葉
山
市

和
光
市

町
田
市

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
報
告

定
数
1６
人
体
制
の
委
員
会
運
営
を
研
究

�

委
員
長
　
金
子
　
恵



委
員
長 

饗　

庭　

敦　

子

副
委
員
長 

堤　
　
　

理　

志

委　
　

員 

金　

子　
　
　

恵

 

川　

井　

哲　

雄

 

喜
々
津　

英　

世

 

森　
　
　

謙　

二

議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
会

編
集
後
記

　

委
員
会
で
は
、
８
月
に
群
馬
県
吉

岡
町
議
会
、
長
野
県
東
御
市
議
会
を

視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
県
益

城
町
議
会
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
広
報
委
員
の
皆
さ

ん
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
学
ぶ

も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
「
い
か
に
読
ん
で
も
ら
う
か
」
と
と

も
に
「
い
か
に
見
て
も
ら
う
か
」
の
視

点
で
、「
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工

夫
が
大
事
」と
い
う
こ
と
も
そ
の
一

つ
で
す
。
成
果
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
議
会
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
議
会

報
告
会
の
開
催
な
ど
で
、
議
会
情
報

の
発
信
に
努
め
ま
す
。

（
喜
々
津　

英
世
）

をよろしくお願いします

議会情報を発信中 ！　コメントをお待ちしております。
いいね！

http://www.facebook.com/nagayochogikai
QRコード

現在 347名
（９月末）

議長交際費 26年6月20日から9月30日までの
総額と件数

寸志・慶祝など …………45,000円（ 7件）

視察研修土産代 …………43,890円（ 5件）

150,210円（17件）　　　　　支出合計

弔慰……………………… 31,320円（ 2件）
（生花スタンド・香典など）
激励カンパ ………………30,000円（ 3件）

次の定例会は次の定例会は１２１２月上旬の予定です月上旬の予定です 傍聴をお待ちしています

傍聴席から

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。たくさんのご意見ありがとうございました。

９月議会の傍聴者は　　
　　延べ 154人 でした

　今回初めて議会を傍聴させていただきました。よりよい長与町をつくる
ために、いろいろな分野の一般質問を議員の方たちがされていて、この
ように町づくりがなされているのだと生で感じることができ、とてもよい経
験になりました。今日の議会で明らかになった部分、そうでない部分が
あると思うので、そうでない部分に関しては、検討していただき、是非、
町民の皆様が納得されるかたちで明らかにしていただきたいです。今日
傍聴させていただいたことで、私にとっても、自分が住む地域について
考えるよい機会となりました。ありがとうございました。　 （20代 女性）

・町役場幹部が全員、全時間出席は必要なのか？答弁に関係ない幹部
は出席を必要に応じて行い、町役場の業務に専念すべきでは。民間企
業の考え方は無理と思うが、人と時間の無駄の感がある。

・議員質問が緩く迫力に欠けることが感じられる。
・放送局のカメラを入れよ。緊張感が議場全体に欠落している。

（70代 男性）

　図書館の建設について、も
う決まってしまっていると、あ
きらめている方々がたくさん
います。町文化ホール建設の
折もそうでした。建ってしまっ
てからは、どうにもなりません。
町民の図書館利用者の曜日・
時間帯・駐車場への要望な
どアンケートなど行って町民
一人ひとりが利用しやすい場
所に建設すべきであります。
駐車場が400台も必要とは決
して思いません。これからも、
積極的に傍聴するようにした
いと思いました。（60代 女性）
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